
y = 1.0402x - 5.8427

R² = 0.9235
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品質判定

はだか麦の品質評価項目「硝子率」は、粉状質粒、

半硝子質粒および硝子質粒の割合を示すものです。

はだか麦の硝子率を
近赤外分析計で一発計測！！

農林水産研究所

■機器に関する問合せ先
株式会社エヌエスピーお客様窓口
043-301-3114
contact@nsp-jpn.com

粉状質粒 半硝子質粒 硝子質粒

硝子率

硝子質粒

半硝子質粒

粉状質粒

従来、カッター等で原麦を切断して品質を評価するため、
非常に時間と手間がかかっていました。

切断

近赤外分析により、非破壊で安易かつ迅速にはだか麦の
硝子率を判定できるようになりました。



はだか麦の平均収量450kg/10aを目指した総合
改善対策マニュアルを公開中 農林水産研究所

はだか麦は湿害・枯れ熟れ等で年ごとの単収の増減が
大きいため、毎年安定して多収が得られるよう技術マ
ニュアルをホームページ上で公開しています。

図２ はだか麦収量向上のための５つの総合改善対策

図１ 生産者向けのほ場多収阻害要因簡易診断チャート

湿害対策を徹底し、枯れ熟れの発生を防ぎ、はだか麦の安定多
収生産に努めましょう。

農水研HP



アッパー整形ロータリによる複合播種
作業の作業性及びはだか麦の収量

農林水産研究所

アッパー整形ロータリを用い、苦土石灰散布と畝立て、施肥播種
を一度に行う複合播種により、作業時間は、耕起後に畝立て播種
を行う栽培の約3分の1と大幅に省力化されました。前作の稲わら
が多い場合には、事前にスタブルカルチ等により稲わらと土を反
転させておくことで、問題なく播種することができました。
この機器導入により、降雨による圃場準備の遅れや、湿害発生
の防止が期待でき、安定した収量が見込めます。

複合播種作業（土壌改良＋耕起＋施肥＋播種＋畝立て）

適期作業が可能に！

土改材散布

耕起・畝立て施肥・播種

播種作業
体系

10a当たり作業時間(h)

収量
(kg/a)明渠

施工

苦土
石灰
散布

弾丸
暗渠

チゼル
耕

スタブル
カルチ

耕起 施肥 播種 計

複合播種 0.22 同時 - - 0.22 同時 同時 1.36 1.8 (34) 57.6

対照 0.22 0.11 0.81 0.36 - 1.23 2.00 0.64 5.4 (100) 46.7

わらが多いと、ロータリーケース
に絡まることがある

スタブルカルチによりわらと土を
反転

翌日には播種可能



過湿で地力の低い圃場でのはだか麦
‘ハルヒメボシ’の一発施肥体系

農林水産研究所

過湿気味で、地力の低い圃場において‘ハルヒメボシ’の
一発施肥体系での栽培を行う場合、排水対策を徹底した上で
窒素施用量を追肥重点の分施体系から15％程度増やすことで
追肥重点施肥と同等の収量が得られます。

◎排水対策の４点セット！

①額縁明きょ ②弾丸暗きょ
（密施工）

③事前の荒起こし
（チゼル等）

④畝立て同時播種

明きょ、畝間は必ず
水尻までつなげる。

表面排水を促進 浸透水を排除 土壌の乾燥促進、降雨時も
速やかに排水

作土内に水が溜まりにくく、
出芽、生育が安定
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一発Ｂ（N(%)速効性 1.9、エムコートL20 
6.7、S30 6.2、S20 5.7）
一発Ｕ（N(%)速効性 9、ユーコート30 9）
追肥重点は、基肥 高度化成（14-10-13）、
追肥 NK化成（14-2-16）
４反復
播種日2020年11月16日、麦踏 ４回

図1過湿で地力の低い圃場における一発
肥料による‘ハルヒメボシ’の収量

図2一発肥料による‘ハルヒメボシ’の葉色の推移
（過湿で地力の低い圃場）

一発肥料は穂肥時期前に葉色が低下するが、その後は回
復する。
※図中の矢印は追肥重点区の施肥を指す。

図3成熟期の様子
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